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は異なるプラ

極めて低くな

なる。 

対して魅力的

違いない。東

文でまとめた

れるという。

しての社会

生制度におい

めの再招聘や

留学生短期研

が研究目的で

難なために、

査証相互免

おいてはビザ

生の多くは政

同研究などを

いて価値のあ

つながるであ

に特化した取

各組織に還元

応 
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